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1．ま えが き

　携帯機器 の 充電な どを 目的 と し た マ イ ク ロ 波に よ る 非接触電

力伝送 の 実験 を行 っ た。前回 の 報告 ［1】と同 様 に、非 接触 伝送 手

段 に オープ ン リン グ共振器間の 電磁 共 鳴 を用い 、整 流用 ダイ オ

ー
ドに は 窒化 ガ リウム （GaN ）シ ョ ッ トキ

ーバ リア
ー

ダイオード

（SBD ）を用 い た。前 回 の 報告で は 、基 板 に ガ ラ ス エ ポ キ シ 基 板

（FR −4）を 用い 32．6％ の RF ！DC 変 換効率 で あ っ た が、本 報告 で は

損失 の 原因で あ る誘電正 接の 小 さい テ フ ロ ン 基 板で レ クテ ナ 回

路 を作 製 し、更 な る 電 力伝 送効 率 の 高 性 能 化 を狙 っ た。

2．回路構成
　 基 板は テ フ ロ ン 基 板 （AD1000 ： ε，　 ： 102 、厚 さ 0．64mm ）を

使 用 し、周 波 数は 2．45GHz を 想 定 して 回 路 パ ター
ン 設 計 を行

っ た 。オ
ー

プ ン リ ン グ 共 振 器 は ポ リエ チ レ ン テ フ タ レ
ー

ト

（PET ：ε，＝3、　 tan δ＝0．025、厚 さ 0．5mm ）を 2 枚挟ん で の 利

用 を 想定 し、電 磁 界 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン か ら直径 は 8．1mm 、信

号線 の 取 り付け角度 は リン グ 中心線 か ら 65 度 と し た。
　 ダイ オードは 5 フ ィ ン ガーの ダ イ オードを プ リン ト基 板 に ワ

イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ を用 い て 直接実装 して い る。整流部で は ダイ

オードか らλ！4（11．8皿 ln）の 位置に 100pF の チ ッ プ コ ン デ ン サ を

実 装 し、更 にλ14、，U8、λ116 の オープ ン ス タ ブ を 並列 接続 し、
DC 電力出力部 と した。

3．測 定結果

　lmm の PET 板 を通 し た オ
ープ ン リン グ電力伝送特 駐IS2112は

2，45GHz の 小 信号 測定 に お い て 、76．1％ で あっ た ［図 2亅。　 GaN

SBD は、　 DC 特 性 よ り ON 抵 抗は 5．6Ω、　 ON 電 圧 は 1．1V で あ り、
ゼ ロ バ イ ア ス 容量は 1．65pF で あ る。オープ ン リン グ共 振器接

続を介 した レ ク テ ナ 回 路の RFDC 変換 の 最大効率は 、周波数

25GHz 、負荷抵抗 41 Ω、入 力電 力 1．9W に お い て 43，1％ （反 射

4．6％、損失 50．9°

／． 、出力 電圧 5．9V）で あ っ た ［図 3】。

4．ま とめ

　オープ ン リン グ共 振器接続 と整 流 用 GaN ダイ オードを組 み

合わ せ た レ ク テ ナ 回 路で 基板 に 誘電正 接 の 小 さ い テ フ ロ ン 基 板

を利 用 した 結果、前回 の 報告か ら RFIDC 変換効率 を 105％ 改

善で きた。
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図 1　 レ クテ ナ 回 路 の 構 成
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　 図 2　オ
ープ ン リン グ伝送特性
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　　　　 図 3　周 波 数依 存性
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